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第１節 高齢者保健福祉の現状と課題 

１ 高齢者人口等の現状と将来推計 

単位：人

区　分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

7,378 7,401 7,433 7,429 7,312 7,264

4,181 4,275 4,356 4,412 4,447 4,373

3,197 3,126 3,077 3,017 2,865 2,891

8,204 8,108 8,052 7,992 8,018 7,893

9,715 9,467 9,342 9,093 8,828 8,558

25,297 24,976 24,827 24,514 24,158 23,715

29.2 29.6 29.9 30.3 30.3 30.6

区　分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

7,313 7,376 7,436 7,452 7,425 7,373

4,338 4,298 4,204 4,166 4,099 4,044

2,975 3,078 3,232 3,286 3,326 3,329

7,688 7,477 7,254 7,063 6,929 6,788

8,301 8,032 7,770 7,515 7,246 7,010

23,302 22,885 22,460 22,030 21,600 21,171

31.4 32.2 33.1 33.8 34.4 34.8

39歳以下

総人口

高齢化率(％)

１号被保険者数

75歳以上

65～74歳

40～64歳

　　１号被保険者数

75歳以上

65～74歳

高齢化率(％)

　　総人口

　　40～64歳

　　39歳以下

 
※各年度末現在の住民基本台帳人口＋住所地特例被保険者数。（特別養護老人ホーム等に住所を異動した場合、 

ただし、２３年度以降はコーホート要因法推計値。      保険者は異動前の保険者のまま） 

 

 

   今後の人口推計については、平成23年10月１日の住民基本台帳人口を基準とし、住所

地特例者を考慮して推計しました。これによると総人口は引き続き減少傾向となりますが、

65歳以上の高齢者人口は、団塊の世代が65歳を迎えた平成23年度以降から増加に転じ一

層の高齢化が進むと思われます。 

 

原 案 
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２ ひとり暮らし高齢者数・高齢者世帯数の推移 

 
 

 

 

ひとり暮らし高齢者数は増加し続けており、ここ10年で5割増となっています。 

65 歳以上の高齢者のみで構成される高齢者世帯数は、増減はありますが近年は横ばいの

傾向が見られます。 

 

※ 各年７月１日現在の数値。 

※ ひとり暮らし世帯の割合、高齢者のみの世帯の割合は、市内総世帯数に占める割合 
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３ 要介護・要支援認定者数の推移及び見込み 

 (1)要介護・要支援認定者数の推移  

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

4月 4月 4月 4月 4月 4月 4月 4月 4月 4月 7月 10月 1月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1号認定者数 722 792 878 987 1,047 1,124 1,203 1,161 1,228 1,217 1,210 1,225 1,234 1,225 1,221 1,225 1,229 1,226 1,242 1,246 1,242 1,243 1,253 1,267 1,296 1,278 1,273 1,307 1,323 1,336 1,337

75歳以上 592 665 741 850 907 966 1,062 1,032 1,100 1,104 1,101 1,120 1,132 1,126 1,122 1,131 1,133 1,128 1,142 1,148 1,144 1,148 1,160 1,171 1,195 1,175 1,170 1,199 1,210 1,224 1,229

65歳-74歳 130 127 137 137 140 158 141 129 128 113 109 105 102 99 99 99 96 98 100 98 98 95 93 96 101 103 103 108 113 112 108

2号認定者数 19 26 26 29 30 30 29 37 36 33 33 30 27 24 26 27 27 25 26 26 27 27 26 27 27 27 27 27 27 27 28

　合　計 741 818 904 1,016 1,077 1,154 1,232 1,198 1,264 1,250 1,243 1,255 1,261 1,249 1,247 1,252 1,256 1,251 1,268 1,272 1,269 1,270 1,279 1,294 1,323 1,305 1,300 1,334 1,350 1,363 1,365

10.07% 11.09% 12.58% 14.02% 15.24% 15.76% 16.19% 15.87% 15.95% 16.00% 16.13% 16.16% 16.13% 16.31% 16.34% 16.44% 16.52% 16.55% 16.61% 16.68% 16.73% 16.77% 16.75% 16.80% 16.87% 16.92% 16.97% 17.09% 17.14% 17.15%

12.38% 13.71% 14.63% 15.29% 15.94% 15.87% 15.83% 15.90% 16.02% 16.03% 15.94% 16.13% 16.08% 16.17% 16.25% 16.26% 16.34% 16.34% 16.39% 16.47% 16.43% 16.49% 16.60% 16.67% 16.69% 16.87% 16.90% 16.94%

10.49% 11.08% 12.16% 13.48% 14.23% 15.20% 16.31% 15.72% 16.61% 16.49% 16.40% 16.55% 16.70% 16.62% 16.58% 16.64% 16.71% 16.69% 16.93% 16.98% 17.00% 17.05% 17.22% 17.44% 17.86% 17.66% 17.62% 18.09% 18.32% 18.48% 18.47%

7,148 7,221 7,320 7,357 7,394 7,375 7,384 7,392 7,380 7,376 7,410 7,389 7,369 7,365 7,362 7,353 7,347 7,337 7,337 7,306 7,289 7,276 7,267 7,257 7,238 7,224 7,227 7,221 7,231 7,239

1号認定比率 全　国

1号被保険者数（飯山）

1号認定比率 長野県 

1号認定比率 飯　山

*認定比率 ＝ １号認定者数 ÷ １号被保険者数 

*平成12年度の認定比率は、認定者全体を１号被保険者数で割った数値です。 

*１号認定比率 全国・長野県は厚生労働省ＨＰ事業状況数字を加工した数値です。 
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(2) 要介護・要支援認定者数の見込み 

単位：人

区分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

要支援１ 73 66 78 114 140 141

要支援２ 124 130 128 98 109 113

要介護１ 210 195 181 193 198 200

要介護２ 198 224 211 223 235 238

要介護３ 167 218 229 198 204 207

要介護４ 183 231 216 213 202 220

要介護５ 210 201 201 226 235 231

合　計 1,165 1,265 1,244 1,265 1,323 1,350

区分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

要支援１ 154 160 166 164 163 162

要支援２ 119 124 126 127 126 125

要介護１ 210 217 240 224 223 211

要介護２ 242 258 270 253 252 250

要介護３ 214 220 224 223 222 221

要介護４ 241 268 293 268 267 265

要介護５ 230 232 228 231 230 229

合　計 1,410 1,479 1,547 1,490 1,483 1,463  
※各年度末現在の人数。ただし、２３年度以降は(1)年令階級別将来推計人口およびそれまでの 

出現率による推計値。 

 

 

要介護認定者数推計は、24～26年度は高齢者人口の増加に伴い、第４期計画より多い

人数となっています。 
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４ 要介護者等の実態の把握 

 

  (1) 調査の目的 

 

老人福祉計画、第５期介護保険事業計画、県介護保険事業支援計画の策定に向けて、

要介護・要支援認定者、元気高齢者及び介護者の実態を把握するとともに、サービス

利用意向を調査し、計画策定の基礎的な資料とするために、市町村（保険者）と長野

県が協力して実施しました。 

この調査で、市では独自の調査項目を設け、より詳しい状況把握を行いました。 

 

  (2) 調査の方法 

 

    ① 元気高齢者等実態調査 

平成22年12月1日の時点において、市内の65歳以上の在宅の元気高齢者のうち

118名（約20％）を無作為抽出し、郵送により回収する方法で調査しました。 

 

    ② 居宅要介護・要支援認定者実態調査 

平成22年12月1日の時点において、市内の65歳以上の在宅の要介護・要支援の

認定を受けている971人全員を対象に、民生児童委員及び市職員が訪問して調査票

の配布・回収を行う方法で調査しました。 

 

      ③ 介護施設入所者実態調査  

          平成22年12月1日の時点において、居宅要介護・要支援認定者実態調査の対象   

外とした下記の施設の入所者を対象とし、長野県から直接各施設に調査を依頼し、   

        施設職員による面接調査を行い、回収したデータを入所者の出身市町村へ提供する 

        方法により調査しました。 

・特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）  

・介護老人保健施設 

・介護療養型医療施設 

・認知症高齢者グループホーム 

・有料老人ホーム（特定施設入所者生活介護の指定事業者） 

・養護老人ホーム 

・軽費老人ホーム（Ａ型・ケアハウス） 

・生活支援ハウス（高齢者生活福祉センター） 
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・地域密着型介護老人福祉施設 

 

  (3) 調査概要 

 

 調査基準日 平成22年12月1日現在 
                                           （上段：飯山市の調査数、()内は県全体、単位：人、％） 

調 査 票 調査方法 
調査 
対象者 

回収数 回収率 有効数 

元気高齢者等実態調査 

抽出調査 
郵送法 

1,180 

( 12，139) 

984  

( 10,963) 

83.3％  

( 84.7％) 

984  

( 10,936) 

調査対象 65歳以上の在宅の元気高齢者 

居宅要介護・要支援認定者等

実態調査 

悉皆調査 
留置法 

971  

( 49,114) 

895  

( 37,378) 

92.1％  

( 76.1％) 

 

895 

( 37,378) 

調査対象 65歳以上の在宅の要介護・要支援認定者の方 

介護施設入所者実態調査 

（施設） 

県調査 ( 22,302) ( 22,302) （  100％） ( 22,302) 

調査対象 

特別養護老人ホーム( 8,659） 介護老人保健施設( 5,950) 

介護療養型医療施設(  1,319)  認知症高齢者グループホー

ム( 2,037) 

特定施設入所者生活介護(指定を受けた有料老人ホーム)

（ 1,232） 

養護老人ホーム( 1,516) 軽費老人ホーム( 1,292) 

生活支援ハウス(高齢者生活福祉センター)( 192) 

地域密着型介護老人福祉施設( 105) 

 

 

  (4) 実態調査の詳細 

 

      調査結果の詳細については、ここでは省略します。 

      詳細については飯山市ホームページ及び長野県健康福祉部健康長寿課ホームページの 

「高齢者等実態調査の調査結果について」を参照願います。なお、調査の主要事項は、末 

尾に資料として添付してあります。 

 

 

 

 

 

 


